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【はじめに】 

 日本は東アジアで最も東に位置している。この地理

学的条件から歴史的にも朝鮮半島や中国から鍼灸治

療の理論や道具、そして技術を取り入れてきた歴史を

持つi。しかし、中国や朝鮮半島の国々の影響を受けな

がらも中国や朝鮮半島とは異なる鍼灸治療の理論iiや

それを具現化する道具と技術iiiを生み出し、現在も育

んでいる。 

 視点を現代世界に移してみる。中国や韓国は各自国

の伝統医学をまとめ直し、中国は「中医学」ivを、韓

国は「韓医学」vをつくり、国策の一つとして世界へア 

プローチをかけているvi。日本は特徴的な鍼灸治療理

論や独特の道具、技術など独自の鍼灸治療文化を持ち、

欧米を中心とした諸外国にも知られvii、国内外で実践

されている。中国や韓国の動向を視野に入れた視点か

ら現在、『「日本鍼灸」とは何か』が議論されることが

あるviii。だが現在まで日本の鍼灸を概括し、そこから

導き出された「日本鍼灸」を述べるに至っていない。

しかし「日本鍼灸」を述べる前に「日本の鍼灸」つま

り現在、日本で行われている鍼灸治療を調査し、整理

する必要があると考えるix。「日本の鍼灸」の概括が理

解されることにより、「日本鍼灸」を話し合うための

基盤を持つことができると考えるためである。 

 

【目的】 

 本研究の目的は現在、日本で行われている鍼灸諸派

の現状を明らかにすることである。 

 ここで本論文における言葉の定義を述べておく。 

「日本の鍼灸」とは、現在、日本で行われている鍼灸

治療法とする。 

「諸派」とは、治療体系の違いにより生じた各鍼灸治

療法とする。 

「日本鍼灸」とは、「日本の鍼灸」を調査、整理した

上で導き出されるであろう日本独自の鍼灸治療法も

しくは診察や治療内容など日本の鍼灸の共通項とす

る。 

 

【方法】 

 対象は 2010年 4月初から 2011年 3月末までに出版

された鍼灸関連商業誌 4種類とした。調査対象として

はインターネットなども用いることも考えられたが、

情報が極めて多くなることと本調査と関係がない情

報も多数含まれることなどを考え、今回は鍼灸関連商

業誌を対象に選んだ。具体的には『医道の日本』12冊、

『中医臨床』4冊、『鍼灸 OSAKA』6冊、『鍼灸ジャーナ

ル』6冊の合計 26冊であった。 

 方法は以下の手順を踏まえた。 

1．上記商業誌に記載されている研究会、講習会、学

会情報を抜き出す。 

2．抜き出した情報から諸派に関する内容を選別した。 

3．選別した内容を具体的な諸派に分類し、サブカテ

ゴリーを抽出した。そこから共通する部分をカテゴリ

ーとして抽出した。諸派の分類が上記資料では理解し

づらい場合は、インターネット上の各派のホームペー

ジの内容を参照し、選別の参考とした。 

 

【結果】 

 諸派に関する研究会、講習会、学会数は 103であっ

た。これらの内容よりカテゴリーは 4、サブカテゴリ

ーは 7であった（表 1）。具体的内容としてカテゴリー

は【現代西洋医学的鍼灸治療派】【東洋医学的鍼灸治

療派】【気の認知的鍼灸治療派】【その他】であった。

サブカテゴリーは【現代医学的鍼灸治療派】は 2で［現

代西洋医学（正統的医学x）派］、［電気抵抗を指標にす

る派］であった。【東洋医学的鍼灸治療派】は 3で［現

代古典派］、［古典文献派］、［現代古典派と古典文献派

の理論統一または折衷派］であった。【気の認知的鍼

灸治療派】は 2で［身体現象を通じて気の状態を診察・

診断する派］、［直接、気の状態を感じて診察・診断す

る派］であった。 

次にそれぞれ具体的内容について説明をしていく

（表 2）。カテゴリーである【現代西洋医学的鍼灸治療
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派】の定義は「現代西洋医学的な身体観や疾病観を治

療体系のもとにしているもの。または現代西洋科学を

診察、診断の指標にしているもの」とした。サブカテ

ゴリーである［現代西洋医学（正統的医学）派］の定

義は「現在の医学部で教育される現代西洋医学の診察、

診断体系を用いるもの」とした。［電気抵抗を指標と

する派］の定義は「人体のある部分における電気抵抗

を診察し、それを診断、治療の指標とするもの。身体

観や疾病観は現代西洋医学的視点の他に東洋医学的

視点に立脚するものもある」とした。次に具体的な研

究会について述べる。［現代西洋医学（正統医学）派］

は日本臨床懇話会や現代医療鍼灸研究会などがあげ

られる。［電気抵抗を指標とする派］は日本良導絡自

律神経学会や AMI臨床研究会などがあげられる。 

カテゴリーである【東洋医学的鍼灸治療派】の定義

は「一般的に述べられているxi東洋医学的な身体観や

疾病観を治療体系のもとにしているもの」とした。サ

ブカテゴリーである［現代古典派］の定義は「（中国・

韓国・日本の）伝統的な医学を、現代xiiの人々が（あ

る意図xiiiを持って）まとめ直し、体系化したもの」と

した。［古典文献派］の定義は「（中国・韓国・日本の）

伝統的な医学を、現代の人々が文献を読み解くことを

中心として、（できるだけ忠実に）復元しようとした

もの」とした。［現代古典派と古典文献派の理論統一

または理論折衷派］の定義は「現代古典派と古典文献

派の理論を統一または折衷し体系化したもの」とした。

次に具体的な研究会について述べる。［現代古典派］

は〈経絡治療〉〈中医学〉〈韓医学〉〈その他〉の 4 つ

に分類した。〈経絡治療〉は経絡治療学会、東洋はり

医学会、東方医学鍼灸臨床研究会（：東方会）などが

あげられる。〈中医学〉は命門会、三旗塾、中医学ネ

ットワーク、中医学研修セミナーなどがあげられる。

〈韓医学〉は日本高麗手指鍼協会などがあげられる。

〈その他〉は積聚会、奇経医学研究会などがあげられ

る。［古典文献派］は〈日本-江戸時代の鍼灸治療〉が

みられた。これには『杉山真伝流』勉強会などがあげ

られる。［現代古典派と古典文献派の理論統一または

理論折衷派］は北辰会などがあげられる。 

カテゴリーである【気の認知的鍼灸治療派】の定義

は「東洋医学の概念の一つである気を実在するものと

規定し、東洋医学的鍼灸治療派で用いる四診とは異な

る診察法を用いて気の状態を診断し、治療を行うもの。

治療体系のもととなる身体観は東洋医学的内容だけ

でなく、現代西洋医学的内容を含む場合もある」とし

た。身体観の「現代西洋医学的内容も含む」とは東洋

医学的内容である臓腑経絡の考えだけでなく、心臓や

肝臓、腎臓など臓器の気の状態を意識する視点から記

載した。サブカテゴリーである［身体現象を通じて気

の状態を診察・診断する派］の定義は「治療者や患者

の身体の一部の変化を知覚することにより、気の状態

を認知するもの」とした。身体の一部の変化の例とし

て、治療者の手部や胸鎖乳突筋などの筋緊張の変化に

より、気の状態を認知するなどがある。［直接、気の

状態を感じて診察・診断する派］の定義は「五感やそ

れ以外の感覚により、気の状態を直接、認知するもの」

とした。次に具体的研究会について述べる。［身体現

象を通じて気の状態を診察・診断する派］は東京入江

FT 塾、針灸気診研究会などがあげられる。［直接、気

の状態を感じて診察・診断する派］はいやしの道協会、

柿田塾などがあげられる。 

カテゴリーである【その他】はまだ、しっかりと分

類できていない状況である。【その他】の内容には多

くの派が含まれると考える。現在、分類の可能性があ

るものをあげておく。［個人が学んだ内容を体系化し

たもの］として長野式研究会や筋診断協会などがあげ

られる。［全身治療を中心としたもの］として臨床針

灸医学研究会などがあげられる。全身治療とは一般的

にいわれる全身調整を目的としたもので、経穴の働き

に注目したとも考えられる。［反応点を中心としたも

の］として反応点治療研究会などがあげられる。 

 

【考察】 

 本調査より「日本の鍼灸」はいくつもの諸派により

構成されていることが明らかとなった。本調査では 4

カテゴリーの存在を提示した。治療体系はカテゴリー

別だけでなく、サブカテゴリー別にも異なっていた。

これより「日本の鍼灸」諸派の治療体系は同じ傾向に

あるのではなく、さまざまな治療体系からなる。つま

り多様性を持っている。これは中国や韓国xivとの大き

な相違点であり、日本の特徴であると考える。今後、

「日本鍼灸」を論じる上で、多様性はキーワードにな

る可能性を持つと考える。治療体系の多様性の一例と
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して、日本には現代西洋医学的視点に立脚した【現代

西洋医学的鍼灸治療派】が存在する。これは日本の

近・現代医学史との関係や国民教育xvなどの影響によ

り生じたと考えられる。この派は中国や韓国との相違

点の一つであり、日本の特徴であると考える。 

 諸派の分類の中で【東洋医学的鍼灸治療派】［古典

文献派］がある。その内容として今回は〈日本-江戸

時代の鍼灸治療〉がみられた。これをもとに考察する

と、その他の内容として〈日本-江戸時代以前の鍼灸

治療〉〈日本-江戸時代の鍼灸治療〉〈中国-黄帝内経・

難経の鍼灸治療〉〈中国-黄帝内経・難経以降の鍼灸治

療〉の分類が考えられる。ただし、この分類は日本は

時代を表記し中国は書物を表記していること、時代を

指標にするとしてもこの分類でよいのか、などいくつ

かの問題を含んでいる。 

 次に本調査の問題点と課題を述べていきたい。 

第 1に本調査は現在という時間的並列で概観した。つ

まり現在を横断的に見たものである。今後は時系列的

に概観することにより、諸派の歴史的位置関係や相互

関係が明らかになると考える。第 2に本調査の対称期

間が 2011 年度の 1 年間と短期間であった。今後は対

象を長期間とすることで、より実情にあった諸派の存

在が明らかになると考える。第 3に本調査を商業誌に

限定したことである。今後は書籍やインターネットな

ど、より多くの媒体を調査対象にする予定である。そ

うすることで「日本の鍼灸」の現状認識が深まると考

える。第 4に結果のカテゴリーのその他で述べたとお

り、本調査結果はまだ十分なものではない。より十分

な内容に近づけるために諸派の定義の再検討とそれ

に基づく再分類の必要がある。第 5に本調査から研究

会は治療体系の伝達だけでなく、診療技術や治療技術

の伝達を目的とした内容も存在した。具体的には明鍼

会、東京九鍼研究会、大師流小児はりの会、日本刺絡

学会、灸法臨床研究会などがあげられる。今後はこの

ような技術伝達という視点からも調査を行う予定で

ある。そこから「日本の鍼灸」の特徴を明らかにして

いきたいと考えている。 

 

【結語】 

 現在、日本に存在する鍼灸諸派について、商業誌を

対象に調査を行った。結果として日本にはいくつもの

は派が存在することが明らかとなった。これは中国や

韓国と異なる特徴であった。今後は対象年数や対象内

容の拡大、分類視点の多面化により、「日本の鍼灸」

の俯瞰図を明らかにしていく予定である。 
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